
８
日
、
県
民
会
館
で
島
根
自
治

研
総
会
が
開
催
さ
れ
、
「
『
島
根

創
生
計
画
』
で
県
民
は
笑
顔
に
な

れ
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
分

野
か
ら
４
名
が
発
表
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
島
根
県
教
職
員
組
合
の

猪
俣
邦
顕
書
記
長
が
、
少
人
数
学

級
編
制
基
準
の
改
悪
問
題
に
つ
い

て
、
子
ど
も
と
教
職
員
へ
与
え
る

計
り
知
れ
な
い
悪
影
響
を
説
明
し
、

改
悪
を
中
止
さ
せ
る
取
り
組
み
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

次
に
、
し
ま
ね
介
護
福
祉
ユ
ニ

オ
ン
の
佐
々
木
の
り
子
執
行
委
員

が
、
人
手
不
足
で
過
重
負
担
の
労

働
実
態
や
、
低
年
金
の
た
め
入
所

で
き
る
施
設
が
な
い
高
齢
者
の
実

情
を
報
告
し
、
現
状
を
打
開
で
き

る
県
政
が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
日
本
婦
人
の
会
の

山
﨑
泰
子
県
本
部
委
員
長
が
、
創

生
計
画
の
現
状
把
握
に
つ
い
て
、

「
結
婚
し
な
い
若
者
の
原
因
は
出

会
い
が
な
い
こ
と
」
と
若
者
の
低

賃
金
実
態
を
見
な
い
等
、
観
念
的

な
分
析
に
終
始
し
、
展
望
の
あ
る

計
画
で
は
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
島
根
大
学
の
藤
本
晴

久
法
文
学
部
准
教
授
が
、
創
生
計

画
の
中
山
間
地
域
政
策
は
住
民
自

治
で
進
め
る
べ
き
、
ま
た
、
産
業

経
済
政
策
は
小
規
模
企
業
切
り
捨

て
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
追
随
す
べ

き
で
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
、
県
民

の
実
態
に
沿
っ
た
創
生
計
画
に
変

え
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
等
の
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
総
会
で
活
動
方
針
と
新

役
員
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
月
２
日
（
日
）
、
松
江
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
「
現
行
の

少
人
数
学
級
制
度
を
後
退
さ
せ
な

い
・
子
ど
も
と
教
育
を
大
切
に
す

る
県
民
の
集
い
」
（
ゆ
き
と
ど
い

た
教
育
を
進
め
る
島
根
の
会
・
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
市
民
や
教
育

関
係
者
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。島

根
県
は
財
源
不
足
を
理
由
に
、

少
人
数
学
級
制
度
（
学
級
編
成
基

準
）
を
大
幅
に
見
直
す
案
を
２
月

定
例
議
会
に
提
案
す
る
と
し
て
お

り
、
丸
山
知
事
に
対
し
撤
回
を
求

め
て
緊
急
に
開
か
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
松
江
・
出
雲
両
市

長
、
３
市
２
町
の
教
育
長
、
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
島
根
の
会
」
か
ら
の
基
調
報

告
の
後
、
小
中
教
員
、
現
在
２
学

級
だ
が
37
人
１
学
級
と
な
る
小
学

生
の
保
護
者
、
学
童
保
育
元
指
導

員
な
ど
が
小
人
数
学
級
の
良
さ
を

訴
え
、
関
耕
平
・
島
大
准
教
授
は
、

県
の
財
政
問
題
を
厳
し
く
批
判
。

尾
村
利
成
・
大
国
陽
介
両
島
根
県

議
は
、
見
直
し
に
反
対
す
る
と
決

意
表
明
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
も
、
小
学
生
や
父
母

た
ち
が
、
子
育
て
の
環
境
を
良
く

す
る
た
め
に
も
制
度
の
維
持
を
訴

え
、
最
後
に
「
一
人
一
人
に
き
め

細
や
か
な
指
導
を
、
現
場
の
声
に

耳
を
傾
け
て
現
行
制
度
の
維
持
を
」

の
ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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島
根
自
治
研
総
会
開
催

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

緊
急
申
し
入
れ
・
共
産
党
市
議
団

松
江
は
ど
う
い
う
特
性
を

持
つ
ま
ち
な
の
で
し
ょ
う

か
。
「
松
江
ら
し
さ
と
は

何
か
」
を
考
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
国
宝
松
江
城
天
守

を
持
つ
城
下
町
。
風
土
記
の
丘
を

中
心
と
す
る
古
代
出
雲
の
中
心
地
。

宍
道
湖
・
中
海
・
日
本
海
に
面
し

た
水
の
都
。
そ
れ
ぞ
れ
全
国
有
数

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
総
合
し

た
特
性
は
何
で
し
ょ
う
か
▼
松
江

市
に
赴
任
し
て
い
る
国
際
交
流
員

さ
ん
に
、
松
江
ら
し
さ
を
尋
ね
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
松
江

の
良
さ
を
母
国
に
ネ
ッ
ト
で
発
信

し
て
い
ま
す
。
欧
米
の
人
も
ア
ジ

ア
の
人
も
異
口
同
音
に
言
っ
て
い

る
こ
と
は
、
松
江
は
何
で
も
そ
ろ
っ

て
い
る
、
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

つ
ま
り
海
外
か
ら
見
た
日
本
的
な

も
の
が
，
全
て
そ
ろ
っ
て
い
る
ま

ち
な
の
だ
、
と
い
う
主
張
で
す
▼

山
・
川
・
海
・
湖
が
あ
り
、
景
観

が
美
し
い
。
食
材
が
そ
ろ
い
、
蕎

麦
・
お
で
ん
・
和
菓
子
・
日
本
酒

な
ど
個
性
的
な
食
品
が
あ
る
。
温

泉
も
あ
る
。
伝
統
芸
能
や
伝
統
工

芸
、
神
社
・
お
寺
や
お
祭
も
多
い
。

抹
茶
や
煎
茶
を
飲
む
習
慣
が
あ
る
。

松
江
市
民
か
ら
見
た
ら
当
た
り
前

の
暮
ら
し
が
、
今
の
日
本
で
は
す

で
に
無
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
▼

東
京
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
た
め

の
世
界
都
市
。
京
都
は
ミ
ヤ
コ
と

い
う
特
殊
な
都
市
で
す
。
日
本
に

お
け
る
地
方
都
市
の
代
表
は
、
松

江
な
の
で
す
。
安
倍
政
権
の
「
地

方
創
生
」
の
ご
ま
か
し
に
乗
ら
ず
、

こ
の
松
江
の
個
性
に
磨
き
を
か
け

る
努
力
が
必
要
で
す
。
（
和
）

『島根創生計画』

県民は笑顔に

なれるのか

島根創生計画の問題点を学ぶ参加者

２
月
10
日
（
月
）
、
日
本
共
産

党
松
江
市
議
団
（
橘
祥
朗
団
長
）

は
、
感
染
者
の
拡
大
が
続
く
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
、
市

内
の
感
染
者
は
現
状
で
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
早
急
な
対
応
が
必

要
と
し
て
、
松
江
市
に
緊
急
申
し

入
れ
を
行
い
、
健
康
部
の
小
塚
豊

部
長
、
高
橋
浩
三
次
長
と
懇
談
し

ま
し
た
。

申
し
入
れ
内
容
は
、
◆
新
型
肺

炎
の
検
査
可
能
施
設
の
有
無
、
◆

患
者
が
入
院
で
き
る
医
療
施
設
と

病
床
数
、
◆
病
床
が
開
い
て
い
る

か
ど
う
か
、
開
け
て
お
く
た
め
の

財
政
支
援
が
必
要
、
◆
国
の
指
定

で
策
定
し
て
い
る
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
応
行
動
計
画
」
を
今

回
の
事
態
に
生
か
す
こ
と
の
検
討
。

◆
正
し
い
情
報
や
適
切
な
行
動
の

市
民
へ
の
周
知
徹
底
、
◆
相
談
窓

口
な
ど
市
民
へ
の
対
応
、
な
ど
で

す
。懇

談
で
、
◆
日
赤
や
市
立
病
院

で
６
床
確
保
、
◆
中
国
の
友
好
都

市
へ
マ
ス
ク
を
５
万
枚
寄
贈
、
市

の
備
蓄
は
60
万
枚
、
◆
湖
北
省
以

外
の
帰
国
者
は
検
査
対
象
で
は
な

い
、
◆
公
民
館
等
へ
チ
ラ
シ
を
配

布
し
冷
静
な
対
応
を
呼
び
か
け
る
、

◆
対
策
幹
事
会
を
設
置
し
、
国
や

県
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
、
◆

松
江
保
健
所
に
専
用
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
を
設
置
（
３
３-

７
６
７
３
）
、

等
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

市
議
団
は
、
２
月
議
会
で
も
対

策
強
化
を
求
め
て
い
き
ま
す

緊急申し入れを行う共産党市議団

小
人
数
学
級
の
制
度
の
維
持
を
求
め
て
・
県
民
集
会

で

少人数学級を維持しようと
熱気の会場


